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 （３）スマートシティ戦略部現行 改正後 改正のポイント
（新設） スマートシティ戦略部
スマートシティ戦略総務課 地域戦略・特区推進課 デジタル行政推進課 ICT基盤課 ○スマートシティ戦略の実現に

向けた事業・施策推進の司令塔として、「スマートシティ戦略部」を設置。
※スマートシティ戦略部の設置については、令和元年９月議会で「大阪府組織条例改正案」を可決済み。

職場を混乱 チームワークや助け合いを壊す

評価制度は緊急中止を

コロナ対策に
全力を尽くす
とき

　

ま
た
、
評
価
者
を
対
象
に
聞

い
た
「
評
価
結
果
の
開
示
に
あ

た
っ
て
の
説
明
状
況
」（
グ
ラ

フ
③
）
で
は
、
約
86
％【［
１
］

［
２
］
の
合
計
】
の
評
価
者
が

「
絶
対
（
二
次
）
評
価
結
果
に

つ
い
て
は
、
十
分
な
説
明
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
」
と
回
答
し

て
い
る
一
方
で
、
約
55
％

【［
２
］［
４
］
の
合
計
】
の
評

価
者
が 

「
相
対
評
価
結
果
に
つ

い
て
は
、
十
分
な
説
明
が
で
き

　

い
ま
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
た
め
、
当
初
事
業

の
見
直
し
、
職
員
の
応
援
派

遣
、
在
宅
勤
務
の
拡
大
、
事
務

事
業
シ
フ
ト
に
よ
る
年
度
途
中

の
人
事
異
動
等
が
行
わ
れ
、
府

庁
全
体
で
の
対
策
に
追
わ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
ん
な
中

で
も
反
対
の
声
を
押
し
切
っ

て
、
例
年
ど
お
り
人
事
評
価
を

実
施
す
る
と
し
て
い
ま
す
（
表

③
）。

　

府
職
労
は
、
そ
も
そ
も
人
事

評
価
制
度
に
反
対
し
て
い
ま
す

が
、
と
り
わ
け
今
年
度
に
つ
い

て
は
、
当
初
の
目
的
ど
お
り
の

人
事
評
価
の
実
施
が
困
難
で
あ

池田土木事務所　地域支援・企画課
企画グループ　行政職 松井　裕樹さん

誰
か
の
役
に

立
ち
た
い

　

行
政
職
と
し
て
採
用
さ
れ

て
２
年
目
の
松
井
さ
ん
は
池

田
土
木
事
務
所
で
働
い
て
い

ま
す
。

　

土
木
事
務
所
に
配
属
さ
れ

た
時
は
「
行
政
職
も
少
な
か

っ
た
の
で
緊
張
し
た
」
そ
う

で
す
が
、
気
さ
く
に
話
し
て

く
れ
る
同
僚
に
囲
ま
れ
て
楽

し
く
働
い
て
い
る
と
明
る
い

笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　

池
田
土
木
事
務
所
は
、
豊

か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
大
阪

北
部
豊
能
地
域
の
道
路
、
河

川
・
砂
防
、
ダ
ム
、
公
園
な

ど
、
府
民
の
生
活
に
密
接
し

た
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、
維
持

管
理
を
約
１
０
０
人
の
職
員

で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

松
井
さ
ん
は
管
轄
内
の
道

路
や
河
川
補
修
な
ど
が
「
資

産
」
に
な
る
の
か
「
費
用
」

に
な
る
の
か
を
判
断
し
た

り
、
所
内
や
市
町
村
と
の
調

整
な
ど
の
業
務
に
携
わ
っ
て

い
ま
す
。
何
か
人
の
役
に
立

つ
仕
事
が
し
た
い
と
思
い
、

「
民
間
企
業
で
は
成
果
や
利

益
が
優
先
さ
れ
る
の
で

は
？
」
と
考
え
、
直
接
府
民

と
関
わ
る
こ
と
の
で
き
る
大

阪
府
に
就
職
し
ま
し
た
。 

職
場
一
丸
と
な
っ
た

災
害
対
応
が

や
り
が
い
に

　

都
市
整
備
部
で
は
通
常
業

務
と
は
別
に
水
防
業
務
が
あ

り
ま
す
。
水
防
業
務
は
気
象

庁
の
大
雨
や
洪
水
の
注
意

報
、
警
報
な
ど
の
発
令
に
も

と
づ
き
出
勤
し
、
水
害
か
ら

ま
ち
を
守
る
た
め
の
業
務
を

行
い
ま
す
。

　

池
田
土
木
事
務
所
で
は
１

班
５
～
６
人
、
通
常
班
で
12

班
（
深
夜
班
２
班
）
で
水
防

つ
な
が
っ
て
い
る
の
が
嬉
し

い
。
も
っ
と
携
わ
れ
る
企
画

が
増
え
る
と
い
い
な
と
思
い

ま
す
」
と
、
仕
事
へ
の
意
欲

も
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

職
場
や
職
種
を

超
え
た

つ
な
が
り
に
期
待

　

松
井
さ
ん
は
、
採
用
さ
れ

た
当
初
の
こ
と
も
振
り
返
り

「
知
り
合
い
も
い
な
い
と
き

に
、
組
合
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

会
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
イ
ベ

ン
ト
に
声
を
か
け
て
も
ら
っ

て
、
色
ん
な
職
種
の
人
と
つ

な
が
る
き
っ
か
け
が
で
き

て
、
嬉
し
か
っ
た
。
ま
た
イ

ベ
ン
ト
が
あ
れ
ば
広
め
た
い

し
参
加
し
た
い
」
と
、
労
働

組
合
を
通
じ
て
つ
な
が
り
が

広
が
る
こ
と
へ
の
期
待
も
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

休
み
の
日
に
は
釣
り
に
出

か
け
る
と
い
う
松
井
さ
ん
、

最
近
で
は
淡
路
島
ま
で
ブ
ラ

ッ
ク
バ
ス
を
釣
り
に
行
っ
た

そ
う
で
す
。「
ま
だ
ま
だ
わ

か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で

す
」
と
話
し
な
が
ら
も
一
生

懸
命
頑
張
る
気
持
ち
が
取
材

を
通
し
て
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。

　

【
聞
き
手

茂
内
梨
香
子
・
越
智
太
一
】

業
務
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

警
報
が
発
令
さ
れ
た
り
、
災

害
が
起
こ
っ
た
と
き
は
す
ぐ

に
職
場
へ
か
け
つ
け
ま
す
。

梅
雨
の
時
期
に
な
る
と
休
み

の
日
で
も
出
勤
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

水
防
業
務
中
に
府
民
や
警

察
、
消
防
な
ど
か
ら
連
絡
が

入
れ
ば
す
ぐ
に
対
応
し
、
道

路
の
通
行
止
め
に
よ
る
規
制

を
行
う
と
き
の
警
備
も
職
員

が
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

土
木
事
務
所
で
は
技
術
職

だ
け
で
は
な
く
、
行
政
職
も

水
防
業
務
や
災
害
時
対
応
を

支
え
て
い
ま
す
。
松
井
さ
ん

は
「
職
場
が
一
丸
と
な
っ
て

災
害
対
応
を
す
る
こ
と
、
ま

た
自
分
も
そ
こ
に
関
わ
れ
る

こ
と
が
嬉
し
い
」
と
仕
事
へ

の
や
り
が
い
を
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
「
所
内
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
に
も
加
わ
り
、

グ
ル
ー
プ
を
超
え
た
つ
な
が

り
が
自
分
自
身
の
成
長
に
も

職場訪問
こんなとこにも組合員⑳

りかことたいちの連
　
載

　

府
労
組
連
夏
季
交
渉
に
お
い
て
、
府
当
局
よ
り
「
今
年
度

も
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
検
証
す
る
」
と
の
考
え
方

が
示
さ
れ
、
す
べ
て
の
職
員
を
対
象
に
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
相
対
評
価
の
問
題
点
や
矛
盾
な
ど
、
切
実
な
職
場
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
も
、
積
極
的
に
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回

答
し
ま
し
ょ
う
。
府
職
労
は
す
べ
て
の
組
合
員
・
職
員
の
積

極
的
な
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
を
呼
び
か
け
ま
す
。

○�

対
象
者　

令
和
元
年
度
実
施
の
人
事
評
価
の
対
象
と
な
っ
た
職

員
約
８
、
０
０
０
名
（
令
和
元
年
度
末
で
府
を
退
職
し
た
職
員

や
令
和
２
年
度
他
団
体
へ
派
遣
さ
れ
た
職
員
等
、
府
本
体
に
在

職
し
て
い
な
い
職
員
を
除
く
）

○
実
施
期
間　

令
和
２
年
７
月
６
日（
月
）～
７
月
31
日（
金
）

○
実
施
方
法　

庁
内
Ｗ
Ｅ
Ｂ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
機
能
を
活
用　

　

※
回
答
者
個
人
の
特
定
は
で
き
な
い
シ
ス
テ
ム

　

（
20
問
程
度
、
入
力
時
間
約
15
分
）

　

こ
れ
ま
で
も
府
職
労
は
、
機

会
あ
る
た
び
に
「
相
対
評
価
は

中
止
す
べ
き
」
と
意
見
を
述
べ

て
い
ま
す
が
、
現
状
で
は
「
職

員
基
本
条
例
が
あ
る
」
こ
と
を

理
由
に
、
中
止
で
き
な
い
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

相
対
評
価
が
職
員
の
意
欲
を

低
下
さ
せ
る
役
割
を
果
た
し
て

い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、

こ
れ
以
上
、
相
対
評
価
を
続
け

る
理
由
は
ど
こ
に
も
見
当
た
り

ま
せ
ん
。

　

府
職
労
は
、
相
対
評
価
の
中

止
と
と
も
に
、
評
価
結
果
の
給

与
へ
の
反
映
の
中
止
を
夏
季
要

求
交
渉
時
に
お
い
て
も
、
厳
し

く
追
及
し
ま
し
た
。
い
ま
こ
そ

相
対
評
価
を
中
止
し
、
や
り
が

い
の
あ
る
仕
事
、
働
き
や
す
い

職
場
を
実
現
す
る
た
め
に
、
府

職
労
に
加
入
し
て
と
も
に
力
を

あ
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

（
１
面
よ
り
つ
づ
き
）

相
対
評
価
を
続
け
る

理
由
は
な
い

評
価
者
も

「
説
明
で
き
な
い
」制
度

グラフ③　評価結果の開示にあたっての説明状況

表③　�チャレンジシートの作成及び期初面談の実施の
延期について

グラフ⑤
大阪府は、コロナ対策下であっても、チャ
レンジシート等の提出期限や面談の日程を
延期し、人事評価制度を実施するとしてい
ます。実施すべきと思いますか。

グラフ④　評価結果の説明が不十分であった理由
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［１］そもそも相対評価を十分に
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　　  伝達を受けた相対評価に
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　　  納得していなかった
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［５］その他
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〈今年度のスケジュール（予定）〉

項　目 時　期

職場チャレンジシート ５月下旬～６月下旬

目標設定票（チャレンジシート） ５月下旬～８月下旬

期初面談の実施 ５月下旬～９月下旬

・ 期初面談については、期中面談とあわせて実施することも可
能とします。

・ 団体に派遣されている職員の人事評価についても、同様に延
期します。

〈参考：例年のスケジュール〉
項　目 時　期

職場チャレンジシート ５月下旬

目標設定票（チャレンジシート） ５月下旬～６月上旬
（期初面談前）

期初面談の実施 ５月下旬～６月下旬　※

職場チャレンジシート・ 個人チャレ
ンジシートの進捗状況等作成・提出 ９月上旬～９月中旬

期中面談の実施 ９月中旬～10月中旬　※

※ 各職員から目標設定票（チャレンジシート）の提出があり次
第、各面談を実施

0 10 20 30 40 50 （％）

0 10 20 30 40 50 60 70 （％）

［１］二次・相対ともに
　　  説明が十分

［２］二次は説明が十分できたが、
　　  相対は不十分

［３］二次は説明が不十分だが、
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［５］その他

［１］そもそも相対評価を十分に
　　  説明すること自体が困難

［２］自分（評価者）自身が
　　  伝達を受けた相対評価に
　　  納得していなかった

［３］被評価者が評価結果に
　　  納得していなかった

［４］開示面談の時間が短く、
　　  説明を尽くせなかった

［５］その他

35.6%35.6%

7.5%7.5%

50.3%50.3%

2.0%2.0%

4.6%4.6%

63.4%63.4%

5.6%5.6%

16.4%16.4%

13.8%13.8%

0.7%0.7%

な
か
っ
た
」
と
回
答
し
、
そ
の

理
由
と
し
て
は
「
そ
も
そ
も
相

対
評
価
を
十
分
に
説
明
す
る
こ

と
自
体
が
困
難
」
と
の
回
答
が

約
63
％
を
占
め
て
い
ま
す
（
グ

ラ
フ
④
）。

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
中

止
す
る
よ
う
に
求
め
て
い
ま

す
。
引
き
続
き
、
職
場
か
ら
の

声
を
集
め
て
、
取
り
組
み
を
強

化
し
ま
す
。

「新型コロナウイルス感染症対策における職員
アンケート（結果速報 ７月14日現在）」より

　大阪府では、職員の反対の声を押し切
って「相対評価」による人事評価が制度
化されました。人事課による検証も毎年
実施されていますが「納得できない」
「部下に説明できない」という矛盾の声
は解消されていません。「どんな制度な
のかよくわからない」という声に応え
て、人事評価制度の説明会を実施します。

◦会議室での参加（定員15人）も可能です
◦参加には事前申し込みが必要です
◦オンライン（Zoom）、もしくは府職労会議室
※府職員の方が対象です

申込みはこちらから➡

よくわからない
33.3%
よくわからない
33.3%実施すべきでない

53.9％
実施すべきでない
53.9％

実施すべき
12.8%
実施すべき
12.8% 603件の

回答
603件の
回答

　

７
月
８
日
、
令
和
２
年
度
大
阪
地
方
最
低
賃
金
審
議
会

第
３
３
５
回
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
府
職
労
か
ら
も

傍
聴
参
加
し
ま
し
た
。

On-line
人事評価制度説明会

13時受付
13時15分～14時45分８月１日（土） 

づ
く
最
低
賃
金
額
の
決
定
、
全

国
・
全
産
業
一
律
の
最
低
賃
金

制
度
の
確
立
」
な
ど
を
求
め
た

要
請
書
も
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
小
委
員
会
や
総
会

な
ど
で
の
議
論
が
重
ね
ら
れ
、

今
年
10
月
か
ら
の
新
た
な
最
低

賃
金
が
決
定
さ
れ
る
予
定
で
す
。

８
時
間
働
け
ば

当
た
り
前
に

暮
ら
せ
る
社
会
を

　

現
在
の
大
阪
府
の
最
低
賃
金

は
９
６
４
円
で
す
。
１
日
８
時

間
、
月
20
日
働
い
て
も
約
15
万

円
程
度
に
し
か
な
ら
ず
、
憲
法

で
保
障
さ
れ
て
い
る
「
健
康
で

文
化
的
な
生
活
」
を
営
む
に
は

程
遠
い
額
で
す
。

　

ま
た
、
全
国
の
労
働
組
合
の

調
査
で
も
、
都
市
部
と
そ
れ
以

外
の
地
域
と
の
生
活
費
の
差
は

ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
（
一
人
暮
ら
し
で
月
22
～
24

万
円
必
要
）、
都
道
府
県
ご
と

の
最
低
賃
金
に
大
き
な
格
差
が

設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

格
差
の
解
消
に
は
、
現
在
の

最
低
賃
金
法
を
改
正
し
、
生
活

実
態
を
ベ
ー
ス
と
し
た
「
生
計

費
原
則
」
に
も
と
づ
く
全
国
一

律
最
低
賃
金
制
度
の
確
立
が
必

要
で
す
。

最
低
賃
金
の

引
上
げ
で

経
済
の
回
復
を

　

コ
ロ
ナ
禍
で
疲
弊
し
て
い
る

経
済
を
回
復
さ
せ
る
た
め
に

も
、
早
急
な
最
低
賃
金
の
引
上

げ
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
今
月
21

日
に
は
審
議
会
へ
向
け
て
意
見

書
の
提
出
、
28
日
に
は
審
議
会

総
会
で
の
意
見
陳
述
や
要
請
行

動
も
取
り
組
ま
れ
ま
す
。「
８

大阪地方最低賃金審議会
を傍聴して

時
間
働
け
ば
当
た
り
前
に
暮
ら

せ
る
社
会
」
の
実
現
に
向
け
、

署
名
の
取
り
組
み
も
進
め
て
い

ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　今回は意外と知られていない通院だけでの給付について紹介します。「連続５日以上の入
院」をした後の通院について１日目から給付できるのはご存じの方も多いかもしれません。
　しかし、セット共済は、入院せずに通院だけの場合でも「連続５日以上の安静加療」の診断
があれば給付対象となります。
　さらに！ケガによる通院の場合は「連続５日以上の安静加療」がない場合でも、傷病名が
「骨折（手足ともに指は除く）」「脱臼」「けん断裂」であれば通院１日目から給付できます。
詳しくは府職労本部かお近くの組合役員までお問い合わせください。

※�通院は１年間で90日を限度に請求できます。
※�入院は１年間で180日を限度に請求できます。

過去３年間にさかのぼって請求できますので
給付もれのある方はお気軽にお問合せください。

　昨年度、スノーボードでの転倒により右肩
腱板不全断裂となり、手術することになりま
した。手術費用と入院による給付は昨年度に
頂いていたのですが、今回退院後の通院やリ
ハビリに対しても全て保障され、給付があっ
たので非常に助かりました。

【昨年度の給付内容】
●ケガ入院 50,000円 （25日×2,000円）
●診断書費用 5,000円 （１通）
●手術見舞金 30,000円

合計 85,000円

【今回の給付内容】
●ケガ・不慮通院 26,000円 （26日×1,000円）
●診断書費用 5,000円 （１通）

合計 31,000円

スノボで負傷、
退院後のリハビリや
通院までしっかり給付

突然の事故や病気の
「通院だけ」でも
給付の対象に！

働く人のミカタ
セット共済
知っ得情報

公共建築室　赤石 和也さん
　� （セット共済10型［月掛金1,070円］加入）

　

今
回
の
審
議
会
で
は
、
地
域

別
最
低
賃
金
と
特
定
最
低
賃
金

の
改
定
に
つ
い
て
、
労
働
局
か

ら
審
議
会
へ
調
査
審
議
を
依
頼

し
ま
し
た
。
審
議
会
で
は
、
各

団
体
か
ら
の
要
求
書
や
意
見
書

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
阪
府
職
労
の
上
部
団
体
で

も
あ
る
大
阪
労
連
か
ら
も
「
最

低
賃
金
を
時
間
額
１
５
０
０
円

以
上
、
日
額
１
２
０
０
０
円
以

上
、
月
額
24
万
円
以
上
へ
の
引

上
げ
」
や
「
生
計
費
原
則
に
基

最
低
賃
金

今
す
ぐ
１
５
０
０
円
以
上
に
！

豪
雨
被
害
に
遭
わ
れ
た
み
な
さ
ん
に

心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

府
職
労
共
済
（
組
合
員
全
員
対
象
）

自
治
労
連
火
災
共
済
（
共
済
加
入
者
対
象
）

の
給
付
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

被
害
に
遭
わ
れ
た
方
は
ぜ
ひ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い


